
 

青少年健全育成推進協議会の皆さまには、日頃より本校生徒を温かく見守 

今年度を振り返って 
 

第四地区青少年健全育成推進協議会の皆さまには、日頃より本

校生徒を温かく見守っていただき、また、本校の教育活動にご支

援、ご協力いただき、心より感謝申し上げます。お陰様で生徒た

ちは充実した学校生活を送ることができています。 

今年度は、青少年健全育成推進協議会主催のウォーキング大会

が開催され、中学生を運営側の一員として活動させていただきま

した。当日の中学生は少人数での参加となりましたが、地域の

方々に西中生の働く姿をみていただけたこと、ありがたく思いま

す。顔と顔が見えるコミュニティの構築は、家に頑丈な鍵をかけ

るよりも安全が担保されると言われます。時代は刻々と変化して

いきますが、変化しても捨ててはならぬものも多くあるように思

います。地域行事、防災対策等だけでなく、ぜひ、中学生を含め

たコミュニティが更に広がっていくとよいと思っています。 

鶴ヶ島では、地域とともにある学校を全小・中学校で目指して

います。お気軽に学校へお問い合わせください。 

鶴ヶ島市立西中学校 

校長 真武 公司 

編集後記 

今年度も朝のあいさつ運動、地域防災訓練、音と空気のサイエンスショーなどの取材中、多くの子ど

も達の笑顔を見ることができました。また、関係者の皆さまのご協力で【けんぜん 77 号】を無事発行

することができたこと、心より感謝いたします。（広報部） 

 
＜ メルヘンフラワー ＞ ＜ 巨大空気砲 ＞ 

けんぜん 
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たくましく育てと願う 

＜音と空気のサイエンスショー＞ 
 

１２月１３日（土） 、科学の不思議さやおもしろさを子どもたちに知ってもらうため、東京大学

サイエンスコミュニケーションサークル CAST を講師に招いて、「音と空気のサイエンスショ

ー」を開催しました。３７人の子ども達の参加がありました。 

実験では、空中で何の支えもなく風船が浮き続けるメルヘンフラワーや空気圧でコップの塔を

倒す巨大空気砲などを行いました。東大生が成功すると子ども達から歓声が上がりました。また、

工作では、紙鉄砲・空気砲などを東大生に教えてもらい、子ども達は熱心に作業に取り組んでい

ました。科学の面白さを知ることができ子ども達にとって充実した時間となりました。 

西部ふれあいウォーキング大会 
 

令和７年１１月１日土） に、西部地域支え合い協議会と第四地区青少年健全育成推進協議会の

主催により、新町小学校をスタート・ゴールとし地域に広がる自然、史跡と歴史の道をめぐるウォ

ーキング大会を開催しました。参加者は５６人のうち、車椅子での参加者は１人でした。役員は西

中学校の生徒７人のボランティア参加もあり、全体で４３人の協力者により運営しました。 

当日は前日の雨もすっかり上がり、気持ちの良い晴天の下で行うことができました。コースは、

４．７km、５．２kmに加え、車椅子参加者コース２．６kmを設け、観察ゾーンやゲームコーナ

ーでの得点を競いました。ゴール後、参加者の皆さんに温かい豚汁と焼きそばをサービスし、疲れ

を癒してもらいました。 

初回ということで、運営上の行き届かない点が多々ありましたが、役員皆さんの協力により、無

事終了することができました。反省点を踏まえ、西部地域の特色ある健康づくり事業として、次年

度の開催に繋げられればと思います。                  会長 石塚武志 

問合先 西市民センター ＜電話 286-7899＞ 

講師の東大生＜東京大学サイエンスコミュニケーションサークルＣＡＳＴ＞の皆さん 



 

成人式 

令
和
八
年
一
月
十
一
日
、
西
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
成
人
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
の
出
席
者
は
百
十
三

人
で
す
。
成
人
式
の
司
会
は
石
丸
優

羽
さ
ん
、
誓
い
の
言
葉
を
伊
田
京
音

さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。 

 

誓
い
の
言
葉
（
抜
粋
） 

 

二
十
歳
を
迎
え
、
人
生
の
大
切
な

節
目
に
立
つ
私
た
ち
が
、
幼
い
頃
か

ら
の
仲
間
と
再
び
集
い
、
こ
う
し
て

人
生
の
新
た
な
門
出
を
共
に
迎
え
ら

れ
る
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
、
ま
た

誇
り
に
思
い
ま
す
。 

小
学
校
・
中
学
校
の
頃
か
ら
大
き

く
環
境
が
変
化
し
、
進
学
や
就
職
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め

た
今
、
不
安
や
戸
惑
い
を
抱
え
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
が
、

私
た
ち
の
経
験
を
支
え
る
礎
と
な
り

ま
し
た
。 

 

振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち
の
成
長
の

過
程
で
多
く
の
困
難
や
社
会
の
変
化

に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
っ
て
日
常
生
活
が
大
き
く
制

限
さ
れ
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と

向
き
合
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
行
事
や
日
常
が 

限
さ
れ
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と
向
き
合
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
行
事
や
日
常
が
失
わ
れ
る
中
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
知
り
、
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験

は
、
人
生
の
ど
ん
な
逆
境
に
お
い
て
も
、
前
を
向
き
続
け
る
強
さ
を
私

た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
日
を
新
た
な
出
発
点
と
し
、
私
た
ち
は
大
人
と
し
て
の
責
任
を
自

覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
描
く
未
来
へ
歩
み
始
め
ま
す
。
進
む
道
は
人
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

胸
に
、
地
域
や
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
よ
り
よ
い
未
来
の
実
現
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

と
は
い
え
、
私
た
ち
は
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
困
難
や
選
択
に
迷
う
時
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
今
日
と
い
う
日
を
思
い

起
こ
し
、
共
に
歩
ん
で
き
た
仲
間
の
存
在
を
力
に
、
一
歩
一
歩
、
確
実

に
前
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

改
め
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
成
人

一
同
、
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、
次
代
を
担

う
者
と
し
て
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
社
会
へ

寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
固
く
誓
い
ま

す
。 結

び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
し
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

令
和
八
年
一
月
十
一
日 

 

伊
田 

京
音 

司会：石丸 優羽 誓いの言葉：伊田 京音 

地域防災訓練 

生
徒
の
感
想 

 ・
今
日
知
っ
た
こ
と
を
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。 

・
煙
中
体
験
で
は
視
界
が
悪
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

ま
た
、
下
に
は
、
煙
が
来
な
い
の
で
、
し
ゃ
が
ん
で

の
移
動
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

・
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
と
き
に
活
用
で
き
る
と
感
じ

た
。
こ
れ
を
活
か
し
て
、
災
害
時
に
取
り
組
み
た
い
。 

・
地
域
の
人
々
と
の
交
流
が
で
き
た
。 

・
日
頃
か
ら
防
災
訓
練
を
学
ん
で
、
も
し
も
の
時
に
役
立

て
た
い
。 

・
消
火
器
の
説
明
で
は
緊
張
し
た
が
、
地
域
の
方
へ
う
ま

く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
倒
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
す
ぐ
に
安
全
確
認
を
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。 

地
震
の
多
い
我
が
国
で
は
、
巨
大
地
震
の

リ
ス
ク
は
常
に
存
在
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

今
回
、
昨
年
度
実
施
し
た
訓
練
内
容
を
基

に
、
西
部
地
域
支
え
合
い
協
議
会
が
中
心
と

な
り
、
第
四
地
区
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協

議
会
、
西
市
民
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り
、

西
中
学
校
を
会
場
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

訓
練
に
は
、
西
中
学
校
の
生
徒
全
員
の
協

力
も
い
た
だ
き
、
３
４
４
人
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
体
育
館
で
は
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト

や
テ
ン
ト
、
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
す
る

避
難
所
設
営
訓
練
な
ど
、
外
で
は
、
水
消
火

器
に
よ
る
初
期
消
火
や
煙
中
通
過
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
ブ
ー
ス
を
回
り

体
験
す
る
と
と
も
に
、
割
り
当
て
ら
れ
た
ブ

ー
ス
の
手
伝
い
や
説
明
を
真
剣
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
終
了
に
合
わ
せ
、
炊
き
出
し
訓

練
で
作
っ
た
ア
ル
フ
ァ
化
米
の
非
常
食
を

参
加
者
全
員
に
配
給
し
、
み
ん
な
で
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
の
若
い
力

は
、
災
害
時
の
即
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。 今

後
も
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
防
災

力
の
向
上
が
図
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

会
長 

石
塚
武
志 

 

＜炊き出し訓練＞ ＜初期消火訓練＞ 

＜ＡＥＤ訓練＞ 


